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次の区分により、方向性を調整してい
ます。

［調整の方向性］

�「統合・同一内容」

　　現在のサービスや制度が６市町村で同

　一のため、現行のまま新市に引き継ぐも

　の。

�「統合・一本化」

　　いずれかの市町村のサービスや制度に

　一本化するもの。

�「再編」

　　現在のサービスや制度を見直し、新た

　なサービスや制度に変更するもの。

�「廃止」

　　現在のサービスや制度を廃止するもの。

�「調整猶予」

　　法律で期間が定められていたり、調整

　が多方面にわたり時間を要することなど

　の理由により、当面、現行どおりサービス

　や制度を存続し、新市になってから改め

　て調整するもの。

�「その他」

　　調整方針が複数になったりするなど、

　上記のいずれにも該当しないもの。

［調整の時期］

�「合併時」

　　合併時に、統合、再編、廃止を行うもの。

�「経過措置」

　　合併後、一定の期間経過後に、統合、再

　編、廃止を行うもの。

調整方針の内容
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市町村の計画に関すること

１．市町村の総合計画
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■総合計画の策定は、合併後直ちに着手し、遅くとも平成19年度までに完了させます。
　　■新総合計画の計画期間は、遅くとも平成20年度からとし、策定にあたっては、新市建設計画を基本と
　　　します。
　　■新総合計画が策定されるまでは、各市町村の総合計画を地域振興計画と位置付け、新総合計画には地
　　　域別振興計画を盛り込むこととします。

２．特別職（三役）の給料・諸手当
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■特別職の給料は、「釧路市」の制度を採用します。
　　■手当の種類は、「期末手当」と「寒冷地手当」とし、期末手当の支給率は「釧路市」の制度を採用しま
　　　す。

３．条例上の職員の定数と実職員数
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■職員定数は、合併時に新市に引き継ぎますが、新市において職員定数の適正化計画等を策定し、定員
　　　の適正化に努めることとします。

４．職員の勤務条件
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■年次有給休暇は、職員の採用や退職の時期を考慮し、年度での付与が望まれます。
　　■市町村独自の特別休暇制度は、国家公務員の制度との均衡に配慮します。

５．職員の給料表
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■一般職の給料表は、「釧路市」の制度を採用します。
　　■保健師等医療技術者の給料表は、一般職の給料表を適用しますが、医師以外の医療職等については、国
　　　家公務員の給料制度が定められていますので、この導入について検討します。

６．職員の退職手当
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■釧路市独自の給付制度と、５町村が加入している北海道市町村退職手当組合の給付制度を一本化しま
　　　す。

行政組織機構に関すること
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７．定住促進・まちづくり等の補助金
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■定住促進に関する補助金は、次の理由により「調整猶予」とします。
　　　・音別町の制度は当面の間存続し、合併後３年を目途に廃止します。
　　　・阿寒町の制度は平成15年３月をもって廃止しましたが、定住年数等を満たし支給要件が発生した
　

 

　　ものについては、平成19年３月まで支給を継続します。
　　■まちづくりに関する補助金・地域振興に関する補助金は、統合（一本化）します。

財政に関すること

８．普通・特別・公営事業各会計
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村に共通する会計は、統合（同一内容）しますが、制度は、それぞれ現行のまま残します。
　　　また、介護サービス部門は、一般会計にするか、特別会計にするか調整します。
　　■複数の市町村に共通する簡易水道以外の４つ会計は、それぞれ現行のまま残します。
　　■一つの市町村だけにある他の14の特別会計は、それぞれ現行のまま残します。

９．公有財産
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■「釧路市」の制度で一本化し、新市へ引き継ぎます。

10．指定金融機関
　●調整方針は『合併時に再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■指定金融機関は、新市においても指定します。
　　■それぞれ地域との関わりや歴史的背景から指定金融機関として貢献してきた銀行等が、新市になるこ
　　　とで指定されなくなることへの配慮として、指定代理金融機関の指定も考慮します。
　　■収納代理金融機関は、６市町村が指定している金融機関を全て網羅することとします。
　　■収納代理郵便署は、現行どおりとします。

入札・検査に関すること

11．工事等の入札方法
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■「釧路市」の制度で一本化し、新市へ引き継ぎます。ただし、現時点では、各市町村の登録業者をそ
　　　れぞれ釧路市の格付け基準に当てはめた場合の影響について把握できないこともあり、その影響が大
　　　であると認められることがあった時には、新市に引き継ぐまで、あるいは新市において、制度内容の
　　　見直しを行います。
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特報！
先 行 調 整 項 目 （ 要 約 編 ）

情報化の推進に関すること

12．システム（役所の電算システムの管理運営）
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村の合併後のエリアは極めて広大となりますので、行政情報の発信や電子申請を含めた電子社
　　　会に対応した社会資本の構築が急務です。このため、新市建設計画に「地域情報化に関する事項」に
　　　ついて定めます。

13．情報公開条例
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■情報公開法の趣旨に則り、より積極的に公開する方向で一本化します。
　　■旧市町村の文書の公開は、新条例において旧市町村の条例によることを規定します。請求場所と公開
　　　場所は、文書管理や新市後の旧各自治体役所（役場）の機能と関連するため合併時までに検討します。

消防・防災・治安に関すること

14．消防団の組織と人員
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■消防団組織は、常備消防が組織される以前から組織された歴史的
　　　背景があり、地域防災の観点からも現状で新市に移行することが
　　　望まれます。組織上は独立した組織の体制となりますが、消防計
　　　画等により、市長の指揮監督下で活動することとなります。
　　

15．防災計画
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■地域防災計画は、合併時に一本化しますが、避難場所・消防計画
　　　等で現在の市域と釧路町域が重複する区域がありますので、調整
　　　が必要です。
　　■雌阿寒岳火山防災計画は、合併前に組織の再編を含めた協議が必
　　　要ですが、一本化して新市に引き継ぎます。

16．指定避難場所と緊急支援物資保管施設
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村それぞれが地域防災計画に定めている指定避難場所・緊急支援物資保管施設は、同一内容で
　　　すので、新市へ現行のまま引き継ぎます。
　　■雌阿寒岳火山防災計画に定めがあるものは、現在、釧路市・釧路町・音別町が参加していませんので、
　　　合併前に調整を行い、合併時に一本化します。
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税務に関すること

17．（税収入）使用料、手数料
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■「釧路市」の制度に一本化し、新市へ引き継ぎます。ただし、住宅家屋証明については、６市町村の
　　　金額に大きな違いがあるため、平均的金額の「白糠町」の制度に一本化します。

18．個人市町村民税
　●調整方針は『５年間の経過措置を設け統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■個人市町村民税の所得割は、現在と同じ標準税率を採用します。ただし、均等割は６市町村で差異が
　　　ありますので、合併特例法の規定を適用し、５年間現行の税率を採用します。

19．確定申告の方法など
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■制度は同一内容ですので、合併後も現行どおりとして新市へ引き継ぎます。

20．入湯税
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■「阿寒町」の制度による税率を採用します。

住民活動に関すること

21．町内会組織等の補助金
　●調整方針は『３年程度の経過措置を設け再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■当面、現行制度を存続させ、新市において地域差を考慮に入れながらを再編することとします。
　　■町内会組織と行政との連携のあり方等については、地域の実情を踏まえ、新市において検討します。

22．防犯灯の設置補助・維持補助
　●調整方針は『３年程度の経過措置を設け再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■各市町村で設置、維持の補助基準、また都市部と山間部との地域的環境の違いがありますので、当面
　　　は、現行制度を地域ごとに存続させ、新市において地域格差を考慮した補助要綱を作成します。

23．地方バス路線の補助金
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村とも国、道の基準に基づく同一内容で実施していますので、合併時に統合します。
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特報！
先 行 調 整 項 目 （ 要 約 編 ）

福祉に関すること

24．障害児（者）補装具の給付と修理
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■国及び道の施策に基づき同一内容で実施していますので、現行のまま新市に引き継ぎます。

25．障害児（者）日常生活用具の給付と貸与
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行のまま新市に引き継ぎます。
　　　

26．重度障害児（者）等の交通費助成
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行の６市町村における助成対象者については継続助成を行い、その一方で対象者の拡大を図りま
　　　す。
　　■助成内容は「釧路町」の制度で、また助成金額は「白糠町」の制度で一本化します。

27．障害者の援護旅費助成
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■「釧路市」の制度で一本化して新市へ引き継ぎます。

28．特別障害者手当
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■国及び道の施策に基づき同一内容で実施していますので、現行のまま新市に引き継ぎます。

29．老人クラブ活動への支援
　●調整方針は『１年程度の経過措置を設け再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■それぞれの組織への支援については、これまでの経過を尊重し、新市において新しい基準を決めます。

30．緊急通報体制等の整備
　●調整方針は『調整猶予』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行では、釧路市の第一通報先は消防ですが、５町村は札幌市の委託業者に通報されていますので、当
　　　面は、各市町村の現行体制で対応し、新市において第一通報先の検討を行うこととします。

31．配食サービス
　●調整方針は『再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■合併後の６市町村の行政面積が広いことから、当面は、各市町村の現行体制で対応します。
　　■自己負担額は、６市町村の均衡を保つため「１食300円」に統一します。
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32．移送サービス
　●調整方針は『再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■当面は、各市町村の「外出支援サービス」等で対応します。　
　　■移送サービスは、今後利用者がますます増加していくことが予測されます。医療機関が集中している
　　　現釧路市への要望が高くなった場合、行政面積を考えるとかなりの財政負担となりますので、委託方
　　　式の検討が必要です。
　　■新制度の設立には時間を要しますので、経過措置を講じます。

33．介護保険料の賦課と徴収
　●調整方針は『調整猶予』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行の各市町村の制度を存続させ、平成17年度の「介護保険事業計画」策定時に、新市において保険
　　　料を設定します。（平成15年度から平成17年度の3ヵ年は現行の保険料）

34．施設介護サービス
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村の施設区分ごとの定員数となってい
　　　ますので、現行のまま新市へ引き継ぎます。

35．居宅介護サービス
　●調整方針は『調整猶予』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行の各市町村の制度を存続させ、平成17年
　　　度の「介護保険サービス計画」策定時に、新
　　　市においてサービスを設定します。
　　　　その場合、各種介護支援事業利用者に対し
　　　て、地域格差が生じないよう、公益的サービ
　　　スの調整を図ります。

36．母子（寡婦）の福祉資金
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■各市町村とも同一制度（道）で実施されていますので、現行のまま新市に引き継ぎます。

37．ウタリ資金貸付
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■貸付限度額の高い「釧路市」の制度に一本化して新市に引き継ぎます。

38．赤十字事業
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■献血事業は、釧路赤十字血液センターの計画に基づき、同一内容で実施していますので、現行のまま
　　　新市に引き継ぎます。
　　■社資募集、災害救護物資支給、その他の赤十字事業は、同一内容の活動ですが、地区として一本化が
　　　必要なことから、「釧路市地区」の制度に一本化して新市に引き継ぎます。
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特報！
先 行 調 整 項 目 （ 要 約 編 ）

39．社会福祉協議会
　●調整方針は『再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■それぞれの組織の実情と歴史を尊重しながら、統合に向けて各社会福祉協議会の調整が必要です。

保険・年金に関すること

40．国保の任意給付
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■出産育児一時金は、６市町村で同額ですので、現行のまま新市に引き継ぎます。
　　■葬祭費は、被保険者割合の高い「釧路市」の制度に一本化して新市に引き継ぎます。
　　　

41．健康診査の助成事業
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村すべてで基本健康診査や、がん検診に対しての助成事業を実施していますが、国民健康保険
　　　法で保険者の責務として、被保険者の健康保持増進のための保健事業を効果的に実施することが求め
　　　られていますので、釧路市の「脳ドック」、釧路市、阿寒町の「人間ドック」健康診査助成事業を新市
　　　に引き継ぎます。

42．老人医療費の助成制度
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■65歳～69歳の医療費助成は、地域の特殊性を考慮しながら、新市において段階的に北海道老人医療給
　　　付特別対策事業の基準により調整します。

保健医療に関すること

43．乳幼児健康診査
　●調整方針は『１年間程度の経過措置を設け再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■当面、現行の健康診査を実施します。各種健診の開催方法、内容等は、専門的要素を含むことから、今
　　　後各市町村の保健師、栄養士等での調整協議する機会が必要です。
　　■集団診査及び個別診査の両方が受診できる体制が必要です。

44．人工透析患者の通院交通費
　●調整方針は『経過措置を設けて統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■「釧路市」の制度で一本化を図りますが、当分の間は現行のままとします。　
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45．予防接種
　●調整方針は『１年間の経過措置を設けて再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■当面は、現行の予防接種を実施します。
　　■集団接種と個別接種があり、予防接種の内容が市町村で異なっていますので、住民の利便性や地域的
　　　な問題も考慮し、新市において地域に合わせた方法の検討が必要です。
　　■予防接種健康被害調査委員会は、各市町村とも目的や事業内容は一致していますので、一本化します。
　　■委託医療機関や委託料は、委託先との関係や市町村個々の委託経過等もありますので、現行の委託先
　　　継続を基本とし、新市において委託料の調整・統一化が必要となります。

46．ごみ資源化
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■資源化対象品目の収集は、現行どおり実施しますが、品目の統一及び収集回数は合併時に向けて一本
　　　化を図ります。
　　■処理方式は、効率的・効果的な方法によることとし、猶予期間を設けて新市において調整します。
　　■リサイクルセンターは、現行のまま新市へ引き継ぎますが、収集項目等の内容は新市で調整します。

47．ごみ広域連合
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村が合併に至る時は、廃止となります。
　　■上記以外の場合は、
　　　(1)合併を是とした自治体は脱退し、新市として参加します。
　　　(2)合併を否とした自治体は継続します。

48．し尿処理収集手数料と納付
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村とも事業内容はほぼ同様であり、合併時に新市へ引き継ぐことになりますが、手数料納入方
　　　法の一本化を検討します。また、手数料は、1リットル当４～５円台を目安に、合併時に一本化を目指
　　　します。

環境衛生に関すること

環境保全に関すること

49．環境保全に対する資金助成制度
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■公害防止条例に規定する施設等の設置・改善に充てる融資制度があるのは釧路市だけですので、「釧路
　　　市」の制度に一本化し、新市へ引き継ぎます。

＜広域連合＞
平成９年、北海道が策定した
「ごみ処理の広域化計画」に
基づき、ごみの減量化やリサ
イクルの推進を図りながら、
ごみ焼却施設の効率的な運
営と施設規模に見合うごみ
量の確保、施設の建設費など
の経済的な検討を行うため
「釧路広域連合」が設置され
ました。
この広域連合は、合併協議会
に参加する６市町村で構成
されています。
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特報！
先 行 調 整 項 目 （ 要 約 編 ）

50．火葬場の使用料、使用許可証など
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村の３カ年平均件数割合の90.5％を占める「釧路市」の使用料へ統一します。

経済に関すること

51．農業・畜産業の各種利子補給事業
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■合併時までに完了となる大家畜経営維持緊急融資資金利子補給など５つの制度は、調整は不要です。
　　■酪農経営負債整理資金利子補給など５つの制度は、道の制度ですので、現行のまま新市へ引き継ぎ
　　　ます｡
　　■単独の制度は、一定期間利子補給を行い、経営の安定した農家経済の確立を図ることが目的ですの
　　　で、現行のまま新市に引き継ぎます。

52．農業経営の基盤強化
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■農業経営基盤強化は、新市において「農業経営基盤
　　　の強化に関する基本的な構想」及び「地域農業マス
　　　タープラン」を策定する必要があります。また、継
　　　続事業は、新市に現行のまま引き継ぎます。

53．畜産再編総合対策事業
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■畜産再編総合対策事業は、釧路市、釧路町、鶴居村で実施していますが、平成16年度で事業が完了と
　　　なります。国の制度は存続しますが、合併時には実施市町村がなくなりますので、調整は不要です。

54．農業後継者の対策
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■農業後継者対策協議会は、現在６市町村に設置されており、事業内容等は類似していますので、合併
　　　時に一本化し、新市へ引き継ぎます。
　　■北海道農業担い手育成センターの下部組織として、担い手育成センターが設置されていますが、目的
　　　及び事業内容は類似していますので、合併時に統合し、新市へ引き継ぎます。

55．農業協同組合
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■阿寒町、鶴居村、幌呂、白糠町、音別町の５農業協同組合で、平成18年度を目標に合併に向け協議中
　　　ですので、その協議の動向や推移を見る必要があります。
　　■釧路町の農業協同組合組織には、標茶町農業協同組合と釧路太田農業協同組合がありますが、構成員
　　　も他町にまたがっていますので、現行のまま新市へ引き継ぎます。
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56．有害鳥獣の対策
　●調整方針は『調整猶予』
　　＜主な調整内容＞
　　■駆除員、猟友会等への補助金の調整が必要です。
　　■猟友会支部間の地域性がありますので、猟友会の統合に向けては、新市において団体間の調整が必
　　　要です。

57．漁場の管理
　●調整方針は『調整猶予（３年間程度）』
　　＜主な調整内容＞
　　■対象となる対策事業は、それぞれ業界との交渉結果に基づき実施していますので、早急に一本化は困
　　　難ですが、平成19年度を目途に新市において調整します。
　　　　

58．水産業への各種利子補給事業
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■既往の補給案件は、現行の利子補給が完了するまでの期間、新市がそのまま引き継ぐ経過措置が必要
　　　です。
　　■漁業近代化資金助成法に基づく制度の一本化には、各漁業協同組合と調整を行う必要があります。

59．水産加工に対する振興対策
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■平成15年度に策定する水産加工振興関係の新計画を、新市にそのまま引き継ぎます。

60．商工業者への融資制度
　●調整方針は『７年間程度の経過措置を設け統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■これまで実行された利子補給等については、完済するまでの間、新市がそのまま引き継ぐ等の経過措
　　　置が必要です。

61．中小企業等の活性化
　●調整方針は『３年間程度の経過措置を設け統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■阿寒町の固定資産税課税免除規定等の取扱いを調整するため、３年程度の経過措置が必要です。

62．工業等の振興条例助成
　●調整方針は『３年間程度の経過措置を設け再編』
　　＜主な調整内容＞
　　■根拠法令の違う６市町村の現行制度を調整するため、３年間の経過措置が必要です。

63．商工団体
　●調整方針は『その他』
　　＜主な調整内容＞
　　■補助金は、現行のまま新市に引き継ぎますが、関係団体の協議の推移をみて調整します。
　　■組織統合は、それぞれの商工団体間の協議が優先されるものとします。
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特報！
先 行 調 整 項 目 （ 要 約 編 ）

64．観光まつり・イベント
　●調整方針は『調整猶予』
　　＜主な調整内容＞
　　■テーマや開催時季が類似しているものは、ＰＲ
　　　等の連携により相乗効果を高める可能性もある
　　　ほか、テーマを統一させてＡ会場、Ｂ会場、Ｃ
　　　会場の同時開催というような規模的なレベル
　　　アップを図る発展性も考えられますので、新市
　　　において、実施団体間での協議が必要です。

65．物産・販路拡大
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■物産振興は、釧路地域の豊富な山海の味覚を結集してＰＲを行うことが効果的で、業界全体にとって
　　　もメリットが高く、現在も行政区域にこだわらず、広域的な参加により活動を行っていますので、「釧
　　　路市物産協会」を軸として、一本化が適当です。

66．観光協会
　●調整方針は『調整猶予』
　　＜主な調整内容＞
　　■広域観光推進においては、各観光協会の果たす役割は大きく、効果的な観光振興を図るためには連携
　　　が望まれていますが、それぞれの観光協会とも、地域事情に基づいて多様な活動を行っていますので、
　　　その自主性が尊重されなければならないと考えます。
　　■行政からの支援策も含め、当面は現行どおり新市に引き継ぎます。

上下水道等に関すること

67．下水道の事業計画
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■新市において、釧路圏（釧路市・釧路町）に白糠町を加えた公共下水道事業と、阿寒町・音別町を合わ
　　　せた特定環境保全公共下水道事業、鶴居村の農業集落排水事業の３事業を行うこととし、認可変更に
　　　より処理区を決定します。
　　■公共下水道は、都市計画決定が必要となるため、都市計画との調整が必要です。
　　■整備計画は、各地域の整備状況を勘案し、全体のバランスを考慮しなが
　　　ら、整備を進めます。

68．下水道会計
　●調整方針は『２年間の経過措置を設けて統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■公共下水道の特別会計は企業会計方式へ移行します。
　　■特定環境保全公共下水道も、使用料体系の一元化などから企業会計方式へ
　　　移行しますが、資産の洗出しや減価償却、条例・規則の整理、繰り出し基
　　　準の整理、財務会計システムの導入準備期間として２年程度が必要となり
　　　ます。
　　■農業集落排水事業は１団体のみですので、当面は特別会計で経理します。
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69．下水道の受益者負担金
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■負担金条例・分担金条例を制定し、現在の負担区ごとの単価をそのまま設定し、賦課・徴収します。
　　　納付方法は年４回、５年間とします。（ただし、従前の納付方法が適用されるものは終了まで適用しま
　　　す。）納期については、７月・９月・11月・１月とします。
　　■減免基準は、基本的に各都市と同様であることから、「釧路市」の減免基準を基本に、地域の特殊性
　　　を考慮して定めます。

70．上水道の事業許可
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■「水道法第11条」及び「水道法施行規則第１条の２」に基づき、新市が一括して厚生労働大臣へ水道
　　　事業経営認可申請を行います。
　　■認可申請に当たっては、釧路町上水道は釧路市より受水していることから、合併時に釧路市と釧路町
　　　の給水区域を統合、白糠町域を加えた２地区の水道事業経営認可申請を行います。その後、事業統合
　　　へ向けた取り組みを行います。

71．上水道会計
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■上水道事業は、地方公営企業法に規定する法定事業として法の全面適用を受けることから、企業会計
　　　方式に拠ることとされており、合併時に一本化します。
　　■会計システムは、一つの企業会計としての処理が必要なことから、速やかに統一を図ることと併せ、白
　　　糠町にも導入し、合併時に一本化します。
　　■会計の現況は、３市町合計の損益的収支差の赤字分補填が健全経営維持の最重要課題ですが、水道料
　　　金と密接に関連することから、合併後、方策を総合的に検討し赤字解消に努めます。

72．簡易水道会計
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■阿寒町は、地方公営企業法を全面適用して上水道事業と一本化します。４町村（釧路町・鶴居村・白
　　　糠町・音別町）の特別会計を新市の特別会計として一本化を行います。
　　■会計システムは、一つの特別会計としての処理が必要なことから、合併時までに上水道事業会計シス
　　　テムを活用して、システム開発を行います。
　　■会計の現況は、阿寒町と鶴居村を除く３町合計で年間約９千万円（平成13年度決算数値）の一般会計か
　　　らの繰入れで収支差を賄っており、水道料金の課題とも密接に関連しますが、新市移行に当たり、地
　　　方債の借入残高、今後の施設改修・更新計画など総合的に突合せをした上で、合併後、企業会計への
　　　一本化について慎重に判断していきます。

教育・文化に関すること

73．教育委員
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■報酬月額は、新市において他の非常勤特別職を含め、改めて定める必要があります。
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特報！
先 行 調 整 項 目 （ 要 約 編 ）

74．私立幼稚園の就園奨励費補助制度
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■同一の制度で実施しているので、現行のまま新市に引き継ぎます。

75．小・中学校の通学区域
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■釧路市と釧路町で隣接する通学区域は、学校規模の適正化と
　　　遠距離通学の解消に向けて、合併時までに見直しを検討しま
　　　す。その他の通学区域は、現状のまま新市に引き継ぎます。

76．小・中学校の適正配置
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行の釧路市の適正配置計画を、その範囲のままで新市に引き継ぎます。
　　■他５町村の地域における適正配置計画を、新市において必要と判断した場合には、地域事情等の課題
　　　を考慮して、検討調整する必要があります。

77．小・中学校の学級編制
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行のまま新市に引き継ぎます。
　　■その他特別な学級編制は、その時期の児童生徒の状況や制度を勘案の上、決定します。

78．小・中学校の学校図書整理
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■各学校毎に管理しており、同一内容ですので、現行のまま新市に引き継ぎます。

79．スクールバスの運行
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村の過去の経過（学校の統廃合）から、現状のまま新市に引き継ぎます。

80．教科用図書の採択
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■新市においては、同一採択地区が必要となります。（小・中学校での同一教科書の使用）
　　■合併検討期間内に、北海道教育委員会による判断（地区決定）と調整が必要となります。

81．学校給食方式と給食費
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村とも現行のまま新市に移行します。
　　■合併後、地域事情に配慮し、給食単価、メニューの統一等を検討します。
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82．学校給食の体制
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■当面、現状のまま新市に引き継ぎます。
　　■合併後における「給食方式」の検討項目と併せて、調理員定数の適正化を検討する必要があります。
　　■道職員栄養士について、旧自治体での配置数の確保を北海道教育委員会に要請します。

83．市町村立高等学校
　●調整方針は『合併時に統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行のまま新市に引き継ぎます。
　　■学区は、道立高等学校と同様に同一の学区とします。
　　■合併検討期間内に、道立高等学校と同様、北海道教育委員会との協議（調整）が必要です。

84．生涯学習・社会教育推進計画
　●調整方針は『２年間程度の経過措置を設け統合（同一内容）』
　　＜主な調整内容＞
　　■現行の６市町村の計画を地域計画として、そのまま新市に引き継ぎます。
　　■新市において、その統合化と見直しを含め、新計画を策定します。

85．青少年問題協議会
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■新市青少年問題協議会として、ただちに発足させます。
　　■委員構成は、地域の実情を含めた構成とすることが望まれます。

86．選挙管理委員会
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■新市において、新たに選挙管理委員が選任されるまでの間、暫定的
　　　に選挙管理委員会を設置します｡
　　■新市の正規な選挙管理委員会は、合併後、最初の議会において承認
　　　を得て選任されます｡
　　■新市の選挙管理委員の報酬は、「釧路市」の制度に一本化します。

87．監査委員
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■新市の監査委員は、合併後最初の議会において承認を得て選任されます｡
　　■新市の監査委員の報酬は、「釧路市」の制度に一本化します。

行政委員会に関すること
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特報！
先 行 調 整 項 目 （ 要 約 編 ）

88．公平委員会
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■新市の公平委員会は、「釧路市」の制度に一本化します。この場合、釧路支庁管内町村公平委員会から
　　　離脱します。
　　■新市の公平委員の報酬は、「釧路市」の制度に一本化します。

89．固定資産評価審査委員
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■新市の固定資産評価審査委員は、合併後、地方税法の規定により選任します。

90．一部事務組合
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■６市町村に共通する次の一部事務組合は、脱退又は再編により、合併時に一本化します。
　　　・釧路広域市町村圏事務組合･･･組織の再編
　　　・釧路公立大学事務組合･･･組織の再編
　　　・北海道市町村備荒資金組合･･･単位団体での脱退
　　　・地方公務員災害補償基金北海道支部･･･組織の再編
　　■５町村に共通する一部事務組合は、すべて脱退します。
　　■職員共済等福利厚生は、「釧路市」の制度に一本化します｡　
　　■消防組織は３組織を速やかに統合し、釧路町の消防は、 釧路東部消防組合から離脱します。

一部事務組合等に関すること

公社等に関すること

91．土地開発公社
　●調整方針は『合併時に統合（一本化）』
　　＜主な調整内容＞
　　■組織体制（役員・職員）は、統合時までに決定します。役員は定款策定の中で整理します。
　　■基本財産は、新市の公社に引き継ぎます。

92．振興公社
　●調整方針は『調整猶予（３年間程度）』
　　＜主な調整内容＞
　　■業務内容・経営状況等を勘案しながら、株主との協議も含め、３年を目途に振興公社のあり方につい
　　　て検討します。
　　■各公社の事業、職員、市町村の出資は、継続することを基本とします。
　　■市町村からの委託等は、現行の市町村単独実施の制度等を継承します。
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声声
新市建設計画策定の
ための住民意向調査

結果報告から
－こえ－－こえ－－こえ－－こえ－－こえ－

第
　
２
　
回

【問１】　お住まいの市・町・村の現状をどう思いますか？

　市町村の現状評価について、「農林水産業の振興」や「商工業の振興」など27項目を5段階で評価していただきました。｢13．水
道の整備状況」、「14．下水・排水の処理状況」、「８．火災や災害からの安全性」、「12．ごみの収集・処理の状況」や「22．日常
の買物の便利さ」、「17．生涯学習・文化活動や施設整備の状況」などで満足度の高い傾向が見られましたが、「３．雇用の機会拡
大への取り組み」や「１．農林水産業の振興」や「２．商工業の振興」、また、「４．観光振興への取り組み」などで不満と思わ
れている方の割合が高い傾向が見られました。

※５段階の評価にそれぞれ点数を与えて評価点（満足度）を算出する「加重平均値」による数値化で評価点を算出しました。中間点の０点を境
に10点に近くなるほど評価が高くなり、逆に-10点に近くなるほど評価が低くなります。
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　「㈫雇用の拡充」が他を大きく引き離して第１位となっています。次いで「㈪商工業の振興」、「㈰農林水産業の振興」、「㉀医療
機関・医療体制の整備」、「㈷高齢者福祉の充実」の順になっています。
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＜㈰農林水産業の振興＞　第一次産品の高付加価値化／養殖の振興　ほか
＜㈪商工業の振興＞　北大通の活性化／活気あるまちづくり　ほか
＜㈫雇用の拡充＞　企業の誘致／新産業の育成／若者の雇用拡大　ほか
＜㈬観光の振興＞　自然環境を生かした観光の振興／レジャー施設の整備　ほか
＜㈭自然環境の保全＞　自然環境の保護／植樹の推進　ほか
＜㈮児童福祉の充実＞　働く女性への子育て支援／保育所の充実　ほか
＜㈯健康づくりの推進＞　空き店舗・空き地などを利用した健康増進施設の充実　ほか
＜㉀医療機関・医療体制の整備＞　医療機関の充実／救急医療体制の充実　ほか
＜㈷高齢者福祉の充実＞　高齢者福祉施設の充実／高齢者の社会参加の促進　ほか
＜㉂在宅生活支援の充実＞　在宅介護の充実／障害者福祉施設の充実　ほか
＜㉃安全対策の推進＞　防犯の強化／防災の充実　ほか
＜㈹市街地の整備＞　駅前の再開発／駐車場の整備／中心部に住宅街の形成　ほか
＜㈺幹線道路の整備＞　除雪の徹底／高速道路の早期整備　ほか
＜㈱生活道路の整備＞　通学路の整備／道路の清掃／生活道路の除雪　ほか
＜㈾公共交通機関の充実＞　路線バスの充実／公共交通機関の整備／鉄道の高架化　ほか
＜㈴ごみ処理体制・リサイクル体制や施設の整備充実＞　リサイクルの推進／ごみの分別・収集の徹底　ほか
＜㈲学校教育の充実＞　大学の誘致／大学や専門学校の増設　ほか
＜㈻その他＞　水族館の整備／町内会活動の活性化／情報公開の徹底／若者の定住促進　ほか　

［寄せられた主なアイデア］
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　1,743人の方から回答があり、回答者4,623人に対する記入率は37.7%、全部で2,472件のご意見などをいただきま

した。

　新市将来構想の７つの基本目標別に分類して整理してみますと、「地域の価値を引き出し、活力ある産業を拓くま

ちづくり」、「思いやりがあり、安心して暮らせるまちづくり」、「住民と行政の協働によるまちづくり」、「日本一広い

東北海道の拠点都市としてのまちづくり」についてのご意見が多い傾向でした。

【問９】　釧路地域６市町村の将来についての、あなたの夢やアイデア、ご意見、ご要望をお聞か

　　　　せください。

［寄せられた主な自由意見（抜粋）］

【【【【【日日日日日本本本本本一一一一一広広広広広大大大大大ななななな東東東東東北北北北北海海海海海道道道道道ののののの
　　　　　　　　　　拠点都市としてのまちづくり】　　　　　　　　　　拠点都市としてのまちづくり】　　　　　　　　　　拠点都市としてのまちづくり】　　　　　　　　　　拠点都市としてのまちづくり】　　　　　　　　　　拠点都市としてのまちづくり】
■釧路駅前の活性化
■交通弱者や過疎地域へ配慮した交通機関の整備・充実
■国際便が乗り入れられる釧路空港の整備
■ブロードバンドの整備等、情報通信基盤の整備、ＩＴ
　化の推進

【【【【【地地地地地域域域域域ののののの価価価価価値値値値値ををををを引引引引引ききききき出出出出出ししししし、、、、、
　　　　　　　　　活力ある産業を拓くまちづくり】　　　　　　　　　活力ある産業を拓くまちづくり】　　　　　　　　　活力ある産業を拓くまちづくり】　　　　　　　　　活力ある産業を拓くまちづくり】　　　　　　　　　活力ある産業を拓くまちづくり】
■農林水産業の振興
■安全な食料生産基地としてＰＲ
■農業と観光を組み合わせた観光業の振興
■リピーターが増える観光施策の充実
■北大通商店街の活性化
■若者をはじめとする雇用の拡大
■若い起業家への支援策の充実
■６市町村の住民が交流を持てるイベントの開催、地域
　間交流の活発化

【【【【【世世世世世界界界界界ににににに誇誇誇誇誇れれれれれるるるるる大大大大大自自自自自然然然然然ととととと共共共共共生生生生生すすすすするるるるるまままままちちちちちづづづづづくくくくくりりりりり】】】】】
■自然と調和したまちづくり
■自然環境の保護
■緑あふれるまちづくり
■火山や自然の利用等、環境にやさしいエネルギー開発

【【【【【世世世世世界界界界界ブブブブブララララランンンンンドドドドド“““““くくくくくしししししろろろろろ”””””を発信するまちづくり】を発信するまちづくり】を発信するまちづくり】を発信するまちづくり】を発信するまちづくり】
■自然と食を最大限に有効活用
■世界でオンリーワンの存在感のあるまちづくり
■豊かな自然のＰＲ
■国際的な会議や全国スポーツ大会などが開催される
　ようなまちづくり
■全国一がたくさんあるまち
■道東に住んでいることを自慢できるまちづくり

【【【【【思思思思思いいいいいやややややりりりりりがががががああああありりりりり、、、、、安心して暮らせるまちづくり】安心して暮らせるまちづくり】安心して暮らせるまちづくり】安心して暮らせるまちづくり】安心して暮らせるまちづくり】
■医療機関の分散整備、医療体制の整備・充実
■過疎地域の福祉の充実
■高齢者福祉の充実
■子供が安心して遊べる場所の整備
■除雪の徹底
■生活道路の整備
■公園や緑地の整備
■ごみのないきれいなまちづくり

【【【【【いいいいいきききききいいいいいきききききとととととしししししたたたたた心心心心心豊豊豊豊豊かかかかかななななな人人人人人をををををはははははぐぐぐぐぐくくくくくむむむむむまままままちちちちちづづづづづくくくくくりりりりり】】】】】
■過疎地域の教育の充実
■学校間交流の充実
■文化活動に住民一人ひとりが参加できるまちづくり
■水族館の整備
■パークゴルフ場等スポーツ施設の整備
■各地域の伝統の保存、文化の伝承

【【【【【住住住住住民民民民民ととととと行行行行行政政政政政ののののの協協協協協働働働働働ににににによよよよよるるるるるまままままちちちちちづづづづづくくくくくりりりりり】】】】】
■住民参加型のまちづくり
■行政に若者の意見の反映
■職員数の削減
■税金や住民負担の軽減
■住民サービスの低下の回避

【【【【【そそそそそののののの他他他他他】】】】】
■各市町村の特徴を生かしたまちづくり
■若者に魅力のあるまちづくり
■安心して暮らせるまちづくり
■住みやすいまちづくり
■境界線がなく発展するまちづくり



各小委員会の開催状況

新市建設構想小委員会
■第９回　６月13日（金）

■第10回　７月８日（火）　

＜協議事項＞

・新市建設計画（案）について

・協定基本４項目について

■第11回　７月18日（金）

＜協議事項＞

・新市建設計画（案）について

広報広聴小委員会
■第６回　７月15日（火）

＜協議事項＞

・協議会だよりの発行について

行財政小委員会
■第６回　６月９日（月）

■第７回　６月22日（日）

■第８回　７月14日（月）

＜協議事項＞

・先行調整項目等（案）について

住民生活小委員会
■第４回　６月14日（土）

■第５回　６月20日（金）

■第６回　７月15日（火）

＜協議事項＞

・先行調整項目等（案）について

健康福祉小委員会
■第４回　６月13日（金）

■第５回　７月19日（土）

＜協議事項＞

・先行調整項目等（案）について

都市環境小委員会
■第４回　６月11日（水）

■第５回　７月16日（水）

＜協議事項＞

・先行調整項目等（案）について

産業経済小委員会
■第４回　６月10日（火）

■第５回　６月22日（日）　

■第６回　７月16日（水）

＜協議事項＞

・先行調整項目等（案）について

教育文化小委員会
■第４回　６月12日（木）

■第５回　６月21日（土）

■第６回　７月17日（木）

＜協議事項＞

・先行調整項目等（案）について

報
　
告
　
事
　
項

協
　
議
　
事
　
項

協
議
会
の
動
き

協
議
会
の
動
き

協
議
会
の
動
き

協
議
会
の
動
き

第
４
回
協
議
会
の
結
果

第
４
回
協
議
会
の
結
果

■
委
員
の
変
更
に
つ
い
て

　
第
３
回
合
併
協
議
会
開
催
以
降
の
各
市
町

村
の
委
員
の
変
更
（
４
町
村
・
23
名
）
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
平
成
14
年
度
歳
入
・
歳
出
決
算
報
告
、
監

査
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
14
年
度
歳
入
、
歳
出
決
算
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
適

正
に
執
行
さ
れ
た
旨
の
監
査
結
果
に
つ
い
て

監
査
委
員
か
ら
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

■
各
小
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
第
３
回
協
議
会
以
降
の
小
委
員
会
の
開
催

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
新
市
建
設
計
画
策
定
に
向
け
た
意
向
調
査

結
果
報
告
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
に
実
施
し
た
同
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

【
質
疑
応
答
】

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
形
で

生
か
さ
れ
る
の
か
。
／
（
事
務
局
）
新
市
建

設
計
画
の
協
議
の
中
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
。

■
先
行
調
整
項
目
等
の
調
整
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　
先
行
調
整
項
目
92
項
目
、
そ
の
他
の
項
目

６
項
目
の
合
計
98
項
目
の
調
整
方
針
案
に
つ

い
て
、
各
小
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
質
疑
応
答
】

●
消
防
団
員
の
報
酬
は
ど
う
な
る
の
か
。
／

（
事
務
局
）
今
後
、
専
門
部
会
で
の
協
議
を
経

て
、
行
財
政
小
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

●
公
社
等
の
決
算
状
況
や
土
地
の
時
価
評
価

は
概
要
版
に
掲
載
さ
れ
る
の
か
。
／
（
事
務

局
）
掲
載
は
予
定
し
て
い
な
い
。（
小
委
員
長
）

再
三
議
論
し
た
が
、
現
在
、
簿
価
方
式
の
取

り
扱
い
で
あ
る
こ
と
や
、
株
主
等
と
の
関
係

な
ど
大
変
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い

う
実
態
を
認
識
し
た
上
で
、
承
認
す
る
こ
と

と
し
た
。

●
医
師
の
給
料
表
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。
／
（
事
務
局
）
地
域
医
療
の
あ

り
方
の
検
討
と
併
せ
、
今
後
、
協
議
し
て
い
く
。

●
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま

で
に
計
画
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
の
か
。

／
（
事
務
局
）
シ
ス
テ
ム
統
一
や
情
報
網
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
、
情
報
担
当
者
で
協
議

の
予
定
で
あ
る
。

●
介
護
保
険
料
の
試
算
は
し
て
い
る
か
。
／

（
会
長
）
ど
の
程
度
の
介
護
保
険
料
に
な
る
の

か
、
今
あ
る
制
度
を
基
に
検
討
す
る
。

●
水
道
料
金
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。
／

（
事
務
局
）
現
在
、
専
門
部
会
で
詰
め
て
い
る

段
階
。
小
委
員
会
に
提
案
す
る
ま
で
、
も
う

少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
　
合
併

の
方
向
性
を
判
断
す
る
時
期
を
、12

月
中
旬

を
期
限
と
す
る
修
正
案
に
つ
い
て
協
議
し
、

原
案
の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。




